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皮膚科領域 にお けるloracarbefの 臨床的検討

奥田良治 ・安野 洋一

京都府立医科大学皮膚科学教室*

新 し く開発 された経 ロカ ルバ セ ブよ ム系抗 生物 質 であ るloracarbefに つ いて,皮 膚科 領

域 感 染症 に対 す る有 効性 お よび安全 性 につ い て検 討 を行 った。検 討対 象 は18例 で,そ の

臨床 効 果 は著効9例,有 効6例,や や 有効2例,無 効1例 で あ り,著 効率50%,有 効率83%

であ った。細 菌学 的効果 は10例 にお いて検 討 し,13株 中10株 が消失 した(消 失 率77%)。

副作 用 は認 め られ な か っ たが,臨 床検 査 値 異常 と して1例 に好 酸 球増 多,GOTお よび

GPT上 昇 が認 め られた。
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Loracarbef(LCBF)は 協 和 醗 酵 工 業(株)東京 研 究 所 で

創 製 され た初 め ての経 ロ カルバ セ フェム系抗 生物 質で

あ り 1),グ ラ ム 陽 性 菌 お よ び グ ラ ム 陰 性 菌 に 対 し

cefaclor(CCL)と 同様 の 広域 スペ ク トラム を示 す。 特

に 臨床 分 離 のEscherichia coli,Klebsiella pneumoniaeに

対 してはCCLに 優 る抗菌 力 を示す 1)。

著 者 らは今 回,皮 膚科 領域感 染症 に対す る本 剤の 臨

床効 果 につ いて検討 す る機 会 を得 たので,そ の成績 を

報告 す る。

対 象 は平 成元 年12月 か ら平 成3年12月 まで の2年 間

に当 科 を受 診 し,治 験 参 加 の 同意 が得 られ た19歳 か

ら70歳 までの 皮膚 感染 症患 者で あ り,男 性8例,女 性

10例 の計18例 で あ った。

本剤 の投 与 方 法 は400mg2分 服 が1例,800mg2分

服 が1例,1200mg3分 服 が2例 で あ り,他 の14例 は

600mg3分 服 で行 った。投与 期 間 は3日 間 ～10日 間,

総 投与 量 は1800mg～8400mgで あ った。

対 象疾 患 を1～W群 の疾患 群 に分類 す ると1群5例

(毛嚢 炎4例,膿 庖性 座 瘡1例),II群1例(痛1例),IV

群4例(丹 毒1例,リ ンパ 管炎2例,爪 囲 炎1例),V群6

例(化 膿 性 汗腺 炎1例,感 染性 粉 瘤5例)VI群2例(表 在

性 二次 感染2例)で あ った。

臨床 効果 判定 は 自他 覚所 見お よび検 査所 見の推移 を

も とに,著 効,有 効,や や 有効,無 効 の4段 階 お よび

判定不 能 で評価 した。 細菌 学的 効果 は,投 与 前後 に病

巣 よ り分 離 され た検 出菌 を勘 案 の上,起 炎菌 を推定

し,そ の 消 長 を も とに消 失,減 少(部 分 消 失),菌 交

代,不 変 お よび不 明の5段 階 で判 定 した 。 なお,排 膿

が消 失す る な ど明 らか に感 染症状 が消 退 し,菌 検 出が

不能 と思 われ た場 合 は消失 と判 定 した。

臨床 的検 討 を加 えた 症 例 の 一 覧 をTable1-1,1-2

に,疾 患 群 別 臨床効 果 をTable2に 示 した。18例 中,

Table 1-1.Clinical results
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Table 1-2.Clinical results

CNS:coagulase-negative Staphylococcus

Table 2.Clinical summary

著 効9例,有 効6例,や や 有 効2例,無 効1例 で あ り,

全 体 の 有 効 率(有 効 以 上 〉は83%で あ っ た 。

18例 中13例 か ら菌 が 分 離 さ れ,そ の 内 訳 は,複 数

菌 感 染 を 含 め てStaphylococcus aureus4株,Staphylo-

coccus epidermidis4株Propionibacterium acnes4株,

Streptococcus pyogenes2株,coagulase-negative Staphylo-

coccus1株,Peptostreptococcus micros1株,Peptostrepto-

coccus sp.1株 で あ り,経 過 の 追 跡 で きた10例 で は13

株 中10株 が 消失 した(消 失 率77%)。

本剤 の投 与 に起 因す る と思 われ る 自他覚 的 副作 用 は

認 め られ な か った が,臨 床検 査 値 異常 と してTable3

に示 す よ うに1例 のみ に好 酸球 増 多 とGOTお よびGPT

の上 昇が認 め られ た。

以 上 に よ り,LCBFは 皮 膚 科 領域 感 染症 に対 して有

用性 が期 待 され る薬剤 であ る と思 われ た。
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Table 3.Laboratory findings

B:before A:after
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Clinical study on loracarbef in the field of dermatology
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We evaluated the efficacy and safety of loracarbef,a new oral carbacephem antibacterial agent,

in the field of dermatology.

Eighteen patients were treated,and clinical efficacy was excellent in 9,good in 6,fair in 2 and

poor in 1.The overall efficacy rate of LCBF was 83%.Bacteriological efficacy was observed in 10

patients,and 10 of 13 strains were eradicated.The eradication rate was 75%.

No side effects were observed in any patients.Among laboratory findings,elevations of GOT,

GPT and eosinophilia were observed in one patient.


